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印
刷
部
数
11
万
1
0
0
部

秋
の
拡
大
月
間
は
各
支
部
の

奮
闘
に
よ
り
、
11
月
1
日
付
で

拡
大
数
を
3
9
5
9
人
と
し
、

3
9
4
0
人
の
目

標
を
超
過
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
連
日
連
夜

の
行
動
の
先
頭
に

立
っ
て
奮
闘
さ
れ
て
き
た
支
部

・
分
会
役
員
の
み
な
さ
ん
、
家

族
の
み
な
さ
ん
、
各
支
部
の
書

記
局
の
み
な
さ
ん
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
禍
2
年

の
経
験
を
活
か
し
、
仕
事
と
く

ら
し
を
守
る
建
設
ア
ク
シ
ョ
ン

と
拡
大
運
動
を
結
び
付
け
、
一

人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
て
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
で
現
状
の
要
求
を

聞
き
取
り
、
仲
間
に
寄
り
添
う

運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

総
括
は
、
11
月
末
ま
で
秋
の

月
間
に
取
り
組
む

支
部
の
結
果
も
含

め
て
、
12
月
に
あ

ら
た
め
て
報
告
し

ま
す
。引
き
続
き
、

組
織
増
勢
・
組
織
強
化
に
団
結

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

（
関
連
記
事
3
面
） 左より、本部の大木税金経営対策部長、土橋常任、

熊切書記次長、山本専従常任

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
中
止
の
世
論
は
確
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

11
月
6
日
の
芝
公
園
で
の
物
価
高
騰
対
策
と
消
費
税
廃
止
、
イ
ン

ボ
イ
ス
中
止
を
求
め
る
集
会
に
は
9
0
0
人（
東
京
土
建
64
人
）。

10
月
26
日
に
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
労
働
者
た

ち
が
訴
え
た
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
イ
ン
ボ
イ
ス
」
の
集
会
に
は
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
参
加
を
合
わ
せ
て
2
2
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

宣
伝
カ
ー
の
上
に
登
壇
し
た
大

木
栄
一
税
金
経
営
対
策
部
長
は
、

私
た
ち
の
「
嘆
き
」
を
聞
い
て
ほ

し
い
と
切
り
出
し
ま
し
た
。
建
設

業
に
は
一
人
親
方
、
外
注
な
ど
年

間
1
千
万
円
以
下
の
消
費
税
免
税

業
者
が
非
常
に
多
い
こ
と
、
上
位

業
者
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
か
消

費
税
分
の
値
下
げ
を
迫
ら
れ
て
苦

し
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
増

税
で
し
か
な
い
イ
ン
ボ
イ
ス
に
み

ん
な
で
反
対
し
て
い
こ
う
と
力
強

く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

全
国
中
小
企
業
団
体
連
絡
会
の

主
催
で
10
月
6
日
に
芝
公
園
で
行

な
わ
れ
た
こ
の
集
会
に
は
北
海

道
、
沖
縄
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、

日
本
共
産
党
と
れ
い
わ
新
選
組
の

国
会
議
員
の
他
、
様
々
な
立
場
の

人
た
ち
が
駆
け
付
け
ま
し
た
。
開

業
医
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
、
ア
ニ

メ
ー
タ
ー
、
税
理
士
、
出
版
労
働

者
、
Ｓ
Ｆ
作
家
ク
ラ
ブ
、
農
業
従

事
者
、
自
由
法
曹
団
な
ど
、
多
岐

に
渡
る
職
域
で
社
会
を
支
え
て
い

る
人
た
ち
か
ら「
国
は
中
小
企
業
、

文
化
、
人
の
営
み
を
潰
す
気
か
」

と
の
声
が
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

集
会
後
は
田
町
駅
ま
で
3
キ
ロ

ほ
ど
の
コ
ー
ス
を
デ
モ
行
進
し
ま

し
た
。
人
通
り
の
多
い
町
中
を
リ

ズ
ム
に
乗
せ
た
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
で
「
ス
ト
ッ
プ
、
ス
ト
ッ
プ
、

イ
ン
ボ
イ
ス
」を
響
か
せ
な
が
ら
、

2
梯
団
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

集
会
に
参
加
し
た
品
川
支
部
の

富
彌
良
則
さ
ん
は
「
色
々
な
業
者

が
一
堂
に
集
ま
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
想
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
が
撤
回
さ
れ
る
ま
で

あ
き
ら
め
な
い
。
実
施
さ
れ
て
し

ま
っ
た
ら
、
撤
回
す
る
よ
う
な
政

府
を
作
れ
ば
い
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

開
会
前
に
は
、
司
会
者
ボ
イ
ク

シ
ョ
ン
（
声
優
の
会
）
2
人
が
美

声
で
、
次
々
に
届
く
ツ
イ
ッ
タ
ー

の
つ
ぶ
や
き
を
紹
介
し
な
が
ら
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
発
起
人
の
小
泉
な
つ
み

さ
ん
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
考
え

る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
会
、
ラ
イ
タ

ー
）
が
あ
い
さ
つ
。「
昨
日
、（
中
止

を
求
め
る
）
電
子
署
名
が
10
万
筆

を
突
破
し
た
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

は
税
率
を
変
え
な
い
消
費
税
増
税

で
、
影
響
を
受
け
る
の
は
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
や
小
規
模
事
業
者
と
い
う

組
織
の
後
ろ
盾
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
な
い
人
た
ち
。
こ
の
ア
ク
シ
ョ

ン
は
個
人
同
士
が
個
の
ま
ま
で
声

を
上
げ
て
政
治
を
変
え
る
壮
大
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
」と
話
し
ま
し
た
。

第
1
部
で
は
、立
憲
民
主
党（
末

松
義
規
、
落
合
貴
之
）
、
国
民
民

主
党
（
浜
口
誠
）
、
日
本
共
産
党

（
田
村
貴
昭
、宮
本
徹
、山
添
拓
）、

れ
い
わ
新
選
組
（
大
石
晃
子
）
、

社
会
民
主
党
（
福
島
瑞
穂
）
の
国

会
議
員
が
連
帯
の
あ
い
さ
つ
に
駆

け
付
け
ま
し
た
。

第
2
部
で
は
、
室
伏
謙
一
さ
ん

（
政
策
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
、
ダ

ー
ス
レ
イ
ダ
ー
さ
ん
（
ラ
ッ
パ

ー
）
、
荻
原
博
子
さ
ん
（
経
済
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
な
ど
、
各
分
野

か
ら
の
ゲ
ス
ト
が
マ
イ
ク
リ
レ
ー

を
行
な
い
ま
し
た
。

「
今
の
日
本
は
右
翼
、
左
翼
に

分
か
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
上

と
下
だ
。
皆
さ
ん
は
、
つ
ま
り
下

翼
。イ
ン
ボ
イ
ス
は
下
翼
狩
り
だ
」

（
清
水
宏
さ
ん
、
ス
タ
ン
ダ
ッ
プ

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
）
等
々
、
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
交
え
な
が
ら
、
イ
ン
ボ
イ
ス
中

止
を
訴
え
ま
し
た
。
東
京
土
建
か

ら
は
熊
切
健
二
書
記
次
長
が
、
各

支
部
で
の
学
習
会
の
取
り
組
み
、

10
月
4
日
に
行
な
っ
た
財
務
省
要

請
行
動
な
ど
に
つ
い
て
発
言
し
ま

し
た
。

ツイートしたスマホ画面を掲げる会場と共に

田町駅までデモ行進

■
食
料
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
自
給
し

て
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
42
歳
の

社
会
起
業
家
が
い

る
。
小
田
原
か
な
ご
て
フ
ァ
ー

ム
の
小
山
田
大
和
さ
ん
だ
。
持

続
可
能
な
社
会
の
実
例
を
示
し

た
い
と
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
（
農
営
型
太
陽
光
発
電
）
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
「
け
ん
せ

つ
通
信
員
総
会
」
に
呼
ん
で
、

講
演
を
聞
い
た
。

■
小
山
田
さ
ん
の
田
ん
ぼ
の

上
に
は
角
度
を
つ
け
た
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
が
あ
り
、
米
と
電
気

を
同
じ
場
所
で
「
作
っ
て
」
い

る
。
日
陰
で
稲
が
育
つ
の
か
と

思
う
が
、
植
物
に
は
光
の
飽
和

点
が
あ
り
一
定
以
上
は
い
く
ら

浴
び
て
も
発
育
に
影
響
は
な

い
。
隙
間
か
ら
の
日
光
で
ち
ゃ

ん
と
育
ち
、
そ
の
米
で
日
本
酒

を
作
っ
て
い
る
と
い
う
。

■
原
発
事
故
が
き
っ
か
け

に
、
結
果
と
し
て
郵
便
局
員
を

辞
め
、
真
正
面
か
ら
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
に
向
き
合
っ
た
小
山
田

さ
ん
。
原
発
ゼ
ロ
・
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
1
0
0
％
社
会
は
必
ず

達
成
で
き
る
と
い
う
強
い
信
念

を
持
ち
、
そ
の
た
め
に
は
右
も

左
も
関
係
な
し
に
政
治
的
発
言

も
タ
ブ
ー
視
し
な
い
。

■
最
後
に
、
持
続
可
能
な
社

会
を
作
る
た
め
に
誰
も
が
す
ぐ

実
践
で
き
る
こ
と
を
2
つ
教
え

て
く
れ
た
。
一
つ
は
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
扱
う
電
力
会
社
と
契

約
す
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、

地
域
に
還
元
さ
れ
る
よ
う
な
お

金
の
使
い
方
を
す
る
こ
と
。
投

票
行
動
の
み
な
ら
ず
、
日
頃
の

小
さ
な
実
践
が
、
や
が
て
は
日

本
の
社
会
を
変
え
る
の
だ
と
の

言
葉
に
う
な
ず
い
た
。

広
が
る
運
動
、高
ま
る
声

東
京
土
建
は
大
木
部
長
が
訴
え

フリーランス、集う
政治変えるチャレンジを

松
竹
の

新
春
浅
草
歌
舞
伎

秋の拡大
３
９
５
９
人
の
到
達
で

１１
１
付
で
目
標
を
達
成

尾
上
松
也
な
ど
、
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
で
お
な
じ
み
の
俳
優
も
登
場
す

る
予
定
で
す
。
組
合
員
限
定
の
特

別
価
格
で
ご
案
内
し
ま
す
。
締
め

切
り
間
近
で
す
の
で
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
関
連
記
事
6
面
）

イ
ン
ボ
イ
ス


